
 運転士不足、少子高齢化、交通空白などの交通が抱える諸課題を解決していくためには、交通モードの特性に応じた機能分担と創意工夫に富んだ地域の
実情に応じた多様な交通サービスの展開による地域公共交通ネットワークの再構築が不可欠

 そのため、地域の実情に応じた交通モードの最適化（ベストミックス）を実現することにより、誰もが移動しやすい持続可能な公共交通体系の構築を図る。

２．事業スキーム

１．事業概要

交通モード最適化調査・分析事業（R7）

Ｒ７年度
「ロードマップ作成」

Ｒ10年度～
「ベストミックスの具現化」

Ｒ8～９年度
「新たな交通の実証・実装」

シミュレーションツールを活用した分析

移動需要データ
（人口、人流）

公共交通データ
（運行、利用実績、運営実績）

実施主体：佐賀市地域公共交通協議会

鉄道

調査・分析のポイント

・ 利用者の利便性の確保

・ 交通事業者の事業性の確保

・ 利用者、交通事業者のＤＸ

・ 交通事業者間の連携

・ 地域主体の交通の導入

・ 交通結節点の改善

・ 行政の財政負担のあり方 等

ロードマップに基づく事業展開（関係機関と連携）

SAGAモビリティセンター(仮称)整備 (R7～) R10供用開始（予定）

全体の再編方針

エリアごとの具体計画
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